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　1．使用上の注意（安全に関する注意）

本器は国際安全規格 IEC61010（CATⅡ、150V）に基づき設計し
ていますが、日本国内のコンセント用の測定器のため、コンセント
に接続する部分（本体の先端プラグ、MODEL8218）については
安全規格の要求を満たしておりません。

この取扱説明書には、使用される方の危険を避けるための事項及び、
本製品を損傷させずに長期間良好な状態で使用していただくための
事柄が書かれていますので、お使いになる前に必ずお読みください。

 # 危険
● 本製品を使用する前に、必ずこの取扱説明書をよく読んで理解
してください。
● この取扱説明書は、お手元に大切に保管し、必要な時にいつで
も取り出せるようにしてください。
● 製品本来の使用方法及び取扱説明書で指定した使用方法を守っ
てください。
● 本書の安全に関する指示に対しては、指示内容を理解の上、必
ず守ってください。
以上の指示を必ず厳守してください。指示に従わないと、怪我や
事故のおそれがあります。危険及び警告、注意事項に反した使用
により生じた事故や損傷については、弊社としては責任と保証を
負いかねます。

本製品に表示の # マークは、安全に使用するため取扱説明書を読
む必要性を表しています。なお、この # マークには次の３種類が
ありますので、それぞれの内容に注意してお読みください。

# 危険： この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡
または重傷を負う危険性が高い内容を示しています。

# 警告： この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡また
は重傷を負う可能性が想定される内容を表示しています。

# 注意： この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害
を負う可能性が想定される内容及び物的損害の発生が想
定される内容を示しています。
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# 危険
● 本製品に、対地電圧150Vを超える電圧は絶対に入力しないで
ください。
● 引火性ガスのある場所で測定しないでください。火花が出て爆
発する危険があります。
● 本製品や手が濡れている状態ではコンセントプラグの接続は行
わないでください。
● 測定時にコンセントプラグで電源ラインを短絡しないように注
意してください。人身事故の危険があります。
●測定の際には、測定範囲を超える入力を加えないでください。
●測定中は絶対に電池蓋を開けないでください。

# 警告
● 本製品を使用しているうちに、本体やコンセントプラグに亀裂
が生じたり、金属部分が露出した時は、直ちに使用を中止して
ください。
● コンセントプラグを接続の際には測定スイッチを押さないでく
ださい。
● 本製品の分解、改造、代用部品の取り付けは行わないでくださ
い。修理・調整の必要な場合は、弊社サービスセンターまたは
販売店宛にお送りください。
●本製品が濡れているときには、電池交換を行わないでください。
● 変換アダプタを使用するときは、コンセントプラグの根元まで
差し込んでください。
● 電池交換のため電池蓋を開けるときは、コンセントプラグを被
測定物から必ず外し、電源をOFFにした状態で行ってください。

# 注意
● 使用後は必ず電源をOFFにしてください。また長期間ご使用に
ならない場合は、電池を取り外した状態で保管してください。
● 高温多湿、結露するような場所及び直射日光の当たる場所に本
製品を放置しないでください。
● クリーニングには研磨剤や溶剤を使用しないで、中性洗剤か水
に浸した布を使ってください。
●  本製品は防水構造となっていません。水のかかる恐れのある場
所では使用しないでください。故障の原因となります。
●本製品が濡れている場合は、乾燥後保管してください。
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本製品および取扱説明書には、以下のシンボルマークが表示されていま
す。それぞれのマークが意味する内容をよく理解した上で御使用ください。

記号の説明

CAT.Ⅱ コンセントに接続する電源コード付機器の１次側の電気回路を示します。



二重絶縁または強化絶縁で保護されている機器を示します。
本器単体で使用する場合、本器は内部回路より二重絶縁で保
護されています。付属品MODEL8218は、2重絶縁に対応して
いませんので、本器と一緒に使用する場合は、MODEL8218
のアース線に触れないようご注意ください。

#
人体及び機器を保護するため、取扱説明書を参照する必要
がある場合に付いています。

 アースを示します。

○測定カテゴリについて
安全規格IEC61010では測定器の使用場所についての安全レベルを
測定カテゴリという言葉で規定し、以下のようにO～CAT.Ⅳの分類を
しています。この数値が大きいほど過渡的なインパルスが大きい電気
環境であることを意味します。CAT.Ⅲで設計された測定器はCAT.Ⅱで
設計されたものより高いインパルスに耐えることができます。
　　O：　　  主電源に直接接続されていない他の回路
　　CAT.Ⅱ：コンセントに接続する電源コード付機器の電気回路
　　CAT.Ⅲ： 直接配電盤から電気を取込む機器の1次側および分岐部から

コンセントまでの電路
　　CAT.Ⅳ： 引込み線から電力量計及び1次過電流保護装置（配電盤）ま

での電路

引込み線 屋内配線

O：主電源に直接接続されていない機器CAT.Ⅲ

CAT.Ⅱ
CAT.Ⅳ

コンセント
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　2．特　　長

本器は、100Vの接地極付3Pまたは2Pのコンセントに配線の誤り
がないか確認するコンセントテスタです。3Pの場合、接地極（E）
の抵抗値と中性線（N）の抵抗値を測定し、N、E配線の逆接続を
判定可能です。
誤配線の場合、LCDに誤配線の内容（例えばL-N逆接続やE未接続等）
を表示しお知らせします。
●3P、2Pのコンセントに対応しています。
●3Pコンセントの場合、N-E間の抵抗値も測定し表示します。
　 微小測定電流（最大10mA）で、定格感度電流30mA以上の漏電
遮断器の動作を防ぎます。（既に漏洩電流がある場合は、漏電遮
断器が動作する可能性があります。）
● タッチパッド付き測定スイッチを備え、タッチパッドを意識する
ことなく測定できます。
● バックライト機能を搭載しています。（照度センサにより自動的
に点灯/消灯を行います。）
●使いやすさを追求したコンパクト設計です。
● 10分間操作しないまま放置した場合に電源をOFFする、オ
ートパワー OFF機能付きです。80V以上の電圧入力時または
Bluetooth通信時はオートパワーOFFは動作しません。
●バックライト/ブザーを常時OFFに設定可能です。
●Bluetooth通信機能を搭載（KEW4500BTのみ）
　 本器とタブレットをBluetooth接続することにより、タブレット
で遠隔モニタ、データ保存をすることができます。
※ KEW4500にBluetoothを搭載したモデルがKEW4500BTです。
両モデルで測定機能の違いはございません。
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　3．仕　　様

●電圧測定（23℃±5℃相対湿度75％以下）
　待機時にL-N間の電圧を表示します。

測定範囲 確度

80～120Vrms/45～65Hz ±2%rdg±4dgt

　※AC測定方式：実効値検波｡
　　　　　　　 　 CF<2.5（300Vピーク以下）の正弦波以外に

対しては確度に3dgtを追加。

　・誤接続時の過電圧警告範囲
　　 誤接続により120Vを超える線間電圧が入力されたとき、250V
まで電圧を表示し警告を行います。ただし、対地電圧150Vを
超える回路には接続しないでください。

●コンセントテスト
　 100Vの接地極付3Pまたは2Pコンセントに配線の誤りがないか
を判定し、判定結果を、LCD、LED及びブザーでお知らせします。
　（1）測定範囲

測定範囲

80～120Vrms/45 ～ 65Hz

　 120Vを超える電圧が入力された場合は、測定スイッチを押して
もコンセントテストを開始しません。
　 80V未満の電圧が入力された場合は、測定スイッチを押すと電圧
異常と判定されます。
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　（2）判定結果
　　　判定結果は以下の表のいずれかが表示されます。

測定の種類
3P測定 2P測定

表示される
判定結果

①正常
②L-N逆接続
③L-E逆接続
④N-E逆接続
⑤E未接続
⑥N未接続
⑦N-E判定不可
⑧電圧異常

①正常
②L-N逆接続
③電圧異常

　（3）N-E間の抵抗測定
　　　 コンセントテスト時に、合わせてN-E間の抵抗値を表示します。

レンジ（オートレンジ） 測定範囲 確度
200Ωレンジ 0.0-199.9Ω

±3%rdg±5dgt
2000Ωレンジ 200-1999Ω

　　測定電流：N-E間 約5mA（200Ωレンジ）/5.3Hz

　※ 本器を接地抵抗測定器としては使用しないでください。本器は
測定電流に低い周波数を使用しているため、他の接地抵抗測定
器とは値が異なる場合があります。
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●適応規格 IEC 60529（IP40） 
●使用場所 100Vの接地極付3Pまたは2Pのコンセント
  本製品は、安全規格IEC61010で規定される

CATⅡ、150V以下の場所で測定してください。
 高度2000m以下、屋内使用
●表示 セグメント表示、バックライト付き
●使用温湿度範囲 -10℃～ 50℃　80％以下（結露のないこと）
●保存温湿度範囲 -20℃～ 60℃　75％以下（結露のないこと）
●外部通信方式 Bluetooth Ver4.0 準拠
　（KEW4500BTのみ）
●耐電圧  電気回路と外箱間でAC1390V（50/60Hz）

/5秒間
●絶縁抵抗 電気回路と外箱間で50MΩ以上/DC1000V
●オートパワーOFF機能  操作のない状態が約10分間続くと、オートパ

ワーOFF機能が働き、警告ブザーが鳴った後、
自動的に電源が切れます（80V以上の電圧入
力時またはBluetooth通信時は、自動的に電
源が切れません）。

●バックライト  操作のない状態が約2分間続くと、自動的に
消灯します。

●外形寸法 212（L）×56（W）×39（D）ｍｍ
●質量 約250g（電池を含む）
●電源  単3形乾電池2本（アルカリ電池LR6を推奨）

●電池有効範囲内で可能な測定回数（30秒に1回測定、3P測定時）

N-E間抵抗 電池有効範囲内で可能な測定回数

10Ω 約3000回
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　4．各部名称

 （1）本体（KEW4500、KEW4500BT共通）

名称 説明
① コンセントプラグ コンセントに接続する端子です。

② 判定 LED

配線の確認結果をLEDの点灯でお知らせし
ます。
判定結果：正常･･･緑が点灯
　　　　　異常･･･赤が点灯

③ 測定スイッチ タッチパッド（※1）付測定スイッチです。
素手で1秒以上長押ししてください。

④ 3P/2Pスイッチ 3P/2Pを選択します。
（電源ON時は3Pとなります。）

⑤ 電源スイッチ 本体の電源をON/OFFします。
1秒以上長押ししてください。

⑥ LCD
バックライト付LCDです。バックライト
は周囲の明るさによって、自動的に点灯/
消灯します。

⑦ 照度センサ 周囲の明るさを検出し、LCDバックライ
トの点灯/消灯を自動で行います。

（※1）タッチパッドについて
　　　 測定の際にタッチパッドに触れることで、人間とN端子の電

位差を測定し、配線の判定をしています。

L 

N 

④ ⑤② ⑥① ⑦③

E 

図4-1
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（2）LCD
 

●記号の説明
3P/2Pの設定時にどちらかを表示
電池の交換を知らせるバッテリーマーク
ブザーOFF設定時に表示
測定中に表示

L-N間の電圧値を表示

3P設定時にN-E間の抵抗値を表示（地電圧が高く
N-E間の抵抗が測定できない際には、HiVと表示）
測定結果が表示範囲外の場合に表示｡
電圧：>250V （測定結果が250Vを超えている）
　　  　<80V （測定結果が80V未満）
N-E間抵抗：>1999Ω （測定結果が1999Ωを超えている）
N-Eの判定ができない場合に表示

コンセントテストが正常時に表示

いずれかの配線が逆の場合に表示
電圧入力に異常がある場合に表示
端子未接続の場合の測定結果。（合わせてL,N,Eのい
ずれか1つを表示）
未接続、逆接続時の誤配線の端子名を表示

図4-2
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未接続時、逆接続時に表示

点滅

未接続時 逆接続時

測定回路にノイズが混入しているため、N-Eの正確
な判定が難しいことを示す表示

# N-E判定不可、電圧異常、または過電圧の際に表示
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　5．付属品

●3P/2P変換アダプタ MODEL8218

● その他付属品
　 （1）携帯用ケース
　 （2）ストラップ
　 （3）単3形アルカリ乾電池2本
　 （4）取扱説明書

　6．コンセントテストの準備

本器を使用する前に、以下の確認も行ってください。
（1） 「12.電池の交換」を参照の上、電池を入れてください。
（2） 電源スイッチを1秒以上押して電源をONにします。
　　※ 誤動作防止のため、電源スイッチは1秒以上押さないと有効になり

ません。電源をOFFする際も同様に1秒以上押してください。
（3） 電源をONにした状態で、LCD左上のバッテリーマークを確認

してください。
　　 バッテリーマークが点灯状態  であれば電池容量が残りわ
ずかになっています。継続して測定を行なう場合は、「12.電池
の交換」を参照の上、電池を交換してください。

使用電池について
本製品で使用する電池は、単3形アルカリ乾電池を推奨します。
単3形アルカリ乾電池以外の電池の場合、バッテリーマークが、
正しく表示されないことがあります。

アース線
( 金属部：Y端子 )
⇩

図5-1

# 注意
3P/2P変換アダプタ MODEL8218
を使用する場合、測定中は変換ア
ダプタのアース線(金属部：Y端子)
には絶対に素手で触れないでくだ
さい。対地浮遊静電容量の影響に
より電位測定に誤差を生じ、誤作
動を誘発します。
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　7．コンセントテスト

本器のコンセントテスト機能は、コンセント配線の正誤を判定します。
コンセントテストには、2P用、3P用の2種類があります。
［2P用］………2Pコンセントの配線が正しいかテストします。
［3P用］………3Pコンセントの配線が正しいかテストします。

# 危険
● 本器には、対地電圧150Vを超える電圧を絶対に印加しないで
ください。

7-1 測定原理
（1）2Ｐコンセントテスト
　Ｎ端子とタッチパッド（人間）間の電位差を測定し、
　　●電位差がない ………………………………正常
　　●約80Ｖ以上の電位差がある………………L-N逆接続
　と判別します。

（2）3Ｐコンセントテスト
　 下記３つの測定を行い、これらの測定結果から誤配線を判定します。
　　●各端子間の電圧値
　　●Ｎ端子とタッチパッド（人間）間の電位差
　　● 接地極（E）の抵抗値、中性線（N）の抵抗値 （N、E逆接続

の判定に使用）
　※N-E逆接続の判定原理
　　 図7-1においてRE（RE1+RE2）には接地抵抗が含まれるた
め、導線だけのRN（中性線の抵抗値）よりインピーダンスが
高くなります。REとRNの大きさを比較し、RE>RN …正常、
RE<RN …NE逆接続　と判定します。

図7-1

RN 

電源側 コンセント

N L

E

RE2 RE1

※RE=RE1+RE2
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7-2　3Pコンセントテスト
　（1）3P/2Pスイッチを押し、3Pを選択します。
　（2）接続
　　　 3Pコンセントを検査する場合、図7-2のようにコンセントプ

ラグを差し込みます。
　　　 ア－ス端子付きコンセントを検査する場合、図7-3のように

コンセントに差し込み、変換アダプタのアース線をアース端
子に接続します。

# 危険
● 変換アダプタのアース線をコンセントの接地端子に接続する場
合は、絶縁手袋を使用するなどし、コンセントの接地端子に触
れないようにしてください。コンセント側の配線の誤りによっ
ては、接地端子にライン（L）が接続されている可能性があり、
感電の危険があります。

# 注意
● 測定する際は床面に立ち、足底及び本器を保持する手以外はど
こにも接触しないようにしてください。タッチパッドの電位の
測定に誤差が生じる場合があります。

図7-2 図7-3



̶　14　̶

　（3）測定
　　　 測定スイッチを1秒間押します。測定スイッチはタッチパッドを兼

ねていますので、絶縁手袋をつけず必ず素手で押してください。
　　　1秒後、ブザー音と共に測定を開始します。
　　　 測定中は が点灯します。約2秒で測定を終了し、測定

結果を表示します。配線が正しければ、図7-4のように正常
と表示されます。

　　　 同時に、図7-5のように正常を示す緑色のLEDが点灯し、ブ
ザーが1回鳴動します。

　　　 配線に誤りがあった場合、以下（図7-6）のいずれかの表示
が出ます。

　　　 同時に、図7-7のように異常を示すLEDが赤色に点灯し、ブ
ザーがピピピ…と複数回鳴動します。

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦

LEDが点灯（緑色）

図7-4 図7-5

図7-6
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① L-N逆接続 LとNが逆に接続されている
② L-E逆接続 LとEが逆に接続されている
③ N-E逆接続 NとEが逆に接続されている
④ E未接続 Eが未接続
⑤ N未接続 Nが未接続
⑥ N-E判定不可 NとEの判定ができない
⑦ 電圧異常 端子間の電圧に異常がある

　　　 判定結果は、新たに測定スイッチ又は3P/2Pスイッチが押
下されるまで保持されます。（電圧値と正常/異常 LEDは5秒
間保持されます。）

●HiV
　 N-E間の電圧が約8V以上の場合は、N/E端子の配線の判定ができ
ません。図7-8のようにHiVが表示され、NE判定不可が表示され
ます。周辺で使用している機器の電源を切るなどし地電圧を下げ
てください。

　※ 接地が不十分で接地抵抗が極端に高い場合は、本器でコンセン
トチェックを行うとHiVを表示する場合があります。

LEDが点灯（赤色）

図7-7

図7-8

NE 判定不可 

Hiv 
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●NOISEマーク
　 3Pコンセントの判定結果に  マークが点灯した場合は、測
定回路にノイズが混入していているため、N-Eの正確な判定が難
しいことを示します。周辺で使用している機器の電源を切るなど
しノイズを小さくしてから、再度測定を行ってください。

●過電圧警告
　 ３端子間のいずれかの電圧が120V以上の場合は、 #マーク点滅/
ブザー鳴動により過電圧警告を行います。過電圧警告中は測定ス
イッチを押してもコンセントテストを開始しません。

●延長コードを用いた測定
　 フロアコンセントや高所のコンセント、防水コンセントなどを測定す
る場合には延長コードを使用すると測定がしやすくなります。
　延長コードは市販の3Pタイプの延長コードをご使用ください。

図7-9

図7-10

NOISEマーク 

点滅
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# 注意
●市販の延長コードを接続するときは、以下の点にご注意ください。
　・ 劣化等により延長コードの抵抗値が著しく変化している場合
は、正常に判定できないおそれがあります。

　・ 延長コードを要因とする事故や損傷については、弊社として
は責任と保証を負いかねます。

● 電池電圧が低下し、バッテリーマークが点灯している状態で測
定を行うと、本体の電源が切れる場合があります。
● 先端のコンセントプラグは無理な方向に力を入れないようにし
てください。
● トリップ防止は、30mA以上の漏電遮断器を対象とします。
（15mAの漏電遮断器は対象外です。）
● 定格感度電流30mA以上の漏電遮断器であっても、絶縁抵抗
0.1MΩ以下の測定回路ではトリップする可能性があります。事
前に漏れ電流を測定し、測定電流（最大10mA）を加算しても
定格感度電流を超えないか、確認することを推奨します。
● 絶縁監視装置が付いている場所では、測定により漏電警報が発
生する可能性がありますので、事前に管理会社などへ使用につ
いて相談を行うことを推奨します。
● 本器を複数台用いてコンセントテスト（3P）を行う場合は、同
時にテストしないでください。同一の変圧器から配線されたコ
ンセントを同時にテストすると、正常に判定されない可能性が
あります。
● 測定する回路の接地抵抗が高い、あるいは漏洩電流が大きい等
の理由により、L-E間の電圧が極端に低い場合は、正常な配線
であってもE未接続と表示される場合があります。
● RNとREの差が小さいとき(｜RN－ RE｜≦ 1Ω)、またはN-E
間の抵抗値が小さいとき(RN＋ RE≦ 2Ω)は、正確な判定が難
しいためN-E判定不可と表示されます。TN配電システム等では、
上記判定になる場合があります。また、N-E間の抵抗値がオー
バーレンジ（RN＋ RE>2000Ω）の場合も、正確な判定がで
きないためN-E判定不可と表示されます。
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7-3　2Pコンセントテスト
　（1）3P/2Pスイッチを押し、2Pを選択します。
　（2）接続
　　　 図7-11のように3P/2P変換アダプタ MODEL8218を検査す

るコンセントに差し込みます。L/Nを逆に差し込まないよう
注意してください。

（3）測定
　　 測定スイッチを1秒間押します。測定スイッチはタッチパッド
を兼ねていますので、絶縁手袋をつけず必ず素手で押してくだ
さい。

　　1秒後、ブザー音と共に測定を開始します。
　　配線が正しければ、図7-12のように正常と表示されます。
　　 同時に、図7-5のように正常を示すLEDが緑色に点灯し、ブザ
ーが1回鳴動します。

図7-11

図7-12
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　　配線に誤りがあった場合、図7-13のいずれかの表示が出ます。
　　 同時に、図7-7のように異常を示すLEDが赤色に点灯し、ブザ

ーがピピピ…と複数回鳴動します。

① L-N逆接続 LとNが逆に接続されている
② 電圧異常 端子間の電圧に異常がある

　　 判定結果は、新たに測定スイッチ又は3P/2Pスイッチが押下
されるまで保持されます。（電圧値と正常/異常 LEDは5秒間保
持されます。）

●過電圧警告
　 ２端子間の電圧が120V以上の場合は、#マーク点滅/ブザー鳴動
により過電圧警告を行います。過電圧警告中は測定スイッチを押
してもコンセントテストを開始しません。

① ②
図7-13

図7-14

点滅 
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　8．LCDバックライト

本器のLCDバックライトは周囲の明るさによって、自動的にON/
OFFします。一度ONすると周囲が明るくなっても約15秒間は点灯
します。周囲の明るさは下図の照度センサで感知しています。

● 照度センサ部分の表面が汚れていると、ライトの点灯/消灯が正し
く動作しない可能性があります。汚れが無いようご注意ください。
● 照度センサの感度調整は出来ません。ライトが点いて欲しいのに点
灯しない場合は、照度センサの部分を指で覆ってください。照度セ
ンサが周囲が暗いと判断し、ライトが点灯します。一度点灯すると
周囲の明るさにかかわらず15秒間は点灯状態を持続します。

[ライトOFFモード]

以下の方法によりライトを常時OFFにすることが可能です。
①本体の電源が入っている場合、一度電源をOFFにします。
② 「測定スイッチ」を押した状態で、「電源スイッチ」を1秒間押し、
本体の電源をONにします。
③ ライトOFFモードに切り換わります。通常モードに戻す場合は、
上記①②をもう一度行います。

　 電源ON時のブザー鳴動の回数で、以下のように起動後のモー
ドを判別できます。電源を切っても、モードは保存されます。（ブ
ザーOFFモードでは鳴動しません。）

鳴動の回数 起動後のモード
1回 自動点灯/消灯
2回 常時ライトOFF

照度センサ

図8-1

起動と同時に
ブザー鳴動

ピ… 

図8-2
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　9．ブザー

以下の方法によりブザーを常時OFFにすることが可能です。常時
OFFのときは、 が点灯します。
①本体の電源が入っている場合、一度電源をOFFにします。
② 「3P/2P」を押した状態で、「電源スイッチ」を1秒間押し、本
体の電源をONにします。
③ ブザーOFFモードに切り換わります。通常モードに戻す場合は、
上記①②をもう一度行います。
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　10．Bluetooth通信機能（KEW4500BTのみ）

　Bluetooth接続により、Android/iOSのタブレットと通信を行う機能です。
　本機能はKEW4500BT専用の機能です。KEW4500では使用できません。
　 本機能を使用するためには、タブレットをインターネットに接続し、専
用アプリ「KEW Smart for KEW4500BT」をダウンロードしていただく
必要があります。また、一部機能についてはインターネットに接続した
状態でなければご利用になれません。詳しくは、「11.KEW Smart for 
KEW4500BTの機能」をご覧ください。

#警告
Bluetooth通信で使用する電波は医療電子機器などの動作に影響を与える
恐れがあります。医療機器のある場所で使用する場合は誤作動を起こさな
いか充分注意してください。

・注意
　● 本器もしくはタブレットの付近に無線LAN(IEEE802.11.b/g)を搭載し
た機器がある場合、電波干渉によって接続ができなくなったり、本器か
らタブレットへのデータ転送速度が遅くなり、本器指針の動作とタブレ
ットの表示更新に著しい時間差が生じる場合があります。この場合、無
線LAN機器を本器・タブレットからなるべく遠ざけるか、電源を切る、
もしくは本器とタブレットの距離をなるべく近づけてください。

　● 本器もしくはタブレットのどちらかを金属製のボックス内に入れて通
信を行おうとすると、接続が確立できない場合があります。測定場所
を変更するか、本器・タブレット間に金属板がない状態で使用してく
ださい。

　● Bluetooth通信時に情報の漏えいが発生しましても、弊社としては一切
の責任を負いかねますのでご了承ください。

　● 専用アプリが動作するタブレットであっても、機種によっては本器との
接続が確立できない場合があります。ほかのタブレットで接続を試して
も接続ができない場合、故障が考えられますので、弊社サービスセンタ
ーもしくはお買い上げの販売店までご連絡ください。

　● Bluetoothワードマークは、Bluetooth SIG,Inc.の所有です。共立電気計
器はライセンスに基づき使用しています。

　● Android、Google Play ストア、Google MapはGoogle Inc.の商標また
は登録商標です。

　●iOSはCiscoの商標または登録商標です。
　●App StoreはApple Inc.のサービスマークです。
　●™マーク、®マークは明記していません。
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　11．KEW Smart for KEW4500BTの機能
　　　（KEW4500BTのみ）
　 タブレットに専用アプリ「KEW Smart for KEW4500BT」をインストー
ルすることによりKEW4500BTから離れた場所からでも手元のタブレッ
トで測定結果を確認することができます。
　 「KEW Smart for KEW4500BT」はAndroidのタブレットではGoogle 
Playストア、iOSのタブレットではApp Storeで無料配信しています(イン
ターネットに接続する必要があります)。ダウンロードや特定機能の使用
にかかる通信費、インターネット接続料等はお客様の負担となりますので
ご了承ください。
　 なお、「KEW Smart for KEW4500BT」は記録メディアによる配布は行
っておりません。
　「KEW Smart for KEW4500BT」には以下の機能があります。
　　●離れた場所から測定結果を確認
　　●測定結果のデータ保存・表示機能
　　●マップ表示機能(Androidアプリのみ)
　　　 保存したデータに位置情報がある場合、Google Map上に測定位置を

表示することができます。
　　●コメント機能
　　　保存された測定値にコメントを記入することができます。
　 最新の情報については、Google Play ストアまたはApp Storeの「KEW 
Smart for KEW4500BT」の説明ページをご覧ください。
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　12．電池の交換

バッテリーマークが点灯した場合は、速やかに新しい電池と交換し
てください。

# 危険
● 本体が濡れている状態で電池蓋を開けることは絶対にしないで
ください。
● 測定中の電池交換は絶対にしないでください。また、感電事故
を避けるため、電池交換の際は電源をOFFにしてください。
● 感電の恐れがありますので、絶対に電池蓋を開けたままで測定
しないでください。

# 注意
● 違う種類の電池を混ぜたり、新しい電池と古い電池を混ぜたり
して使用しないでください。
● 電池は極性を間違えないよう、ケース内の刻印の向きに合わせ
て入れてください。

（1）電源OFFにします。
（2）本製品裏面についているネジをゆるめて、電池蓋を外します。
（3） 電池の交換は、2本全て新しい電池と交換してください。交換

の際は、極性を間違えないよう充分ご注意ください。
　　 電池：単3形乾電池2本　アルカリ電池（LR6）を推奨します。
（4）電池蓋を本製品に取り付け、電池蓋のネジ1個を締めてください。

図12-1
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アフターサービス

●修理・校正を依頼されるには
　 お買い上げいただいた販売店または弊社サービスセンター修理グ
ループにお送りください。

●製品のご使用に関するお問い合わせは
　弊社お客様相談室にご連絡ください。

●校正周期について
　 本製品を正しくご使用いただくため、定期的（推奨校正周期１年）
に校正することをおすすめいたします。

●補修用部品の保有期間
　 本製品の機能・性能を維持するために必要な補修部品を製造打ち
切り後、5年間を目安に保有しています。

■ホームページのご案内
www.kew-ltd.co.jp
●新製品情報　
●取扱説明書／ソフトウェア／単品カタログのダウンロード
●販売終了製品情報

ご使用に関するお問い合わせは
共立電気計器　お客様相談室
電話受付時間　9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00
（土・日・祝日・年末年始・夏季休暇を除く）

0120-62-1172

※フリーコールをご利用いただけない場合は、
03-4540-7570 か最寄りの弊社営業所へおかけください。

※折り返しお電話させていただくことがございますので
発信者番号の通知にご協力いただきますようお願いいたします。

修理・校正に関するお問い合わせは
共立電気計器 サービスセンター 修理グループ

営業時間　8:40 ～ 12:00、13:00 ～ 17:30
（土・日・祝日・年末年始・夏季休暇を除く）

0894-62-1172
修理を依頼される場合は事前に電池の消耗、ヒューズや
測定コードの断線を確認してから輸送中に損傷しないように
十分梱包した上で弊社サービスセンターまでお送りください。

送付先：〒797-0045 愛媛県西予市宇和町坂戸４８０
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保証書

共立製品をお買い上げいただきありがとうございます。保証期間内に
正常なご使用状態で万一故障が生じた場合は、保証規定により無償
修理をさせていただきます。本書を添付の上ご依頼ください。
お 名 前

ご 住 所
〒

Ｔ Ｅ Ｌ

◎ 本保証書に製造番号、ご購入日、およびお名前、ご連絡先をご記入
の上、大切に保管してください。
◎ 本保証書の再発行はいたしません。
◎ 本保証書は日本国内でのみ有効です。
　This warranty is valid only in Japan.

保証規定
保証期間内に生じました故障は無償で修理いたします。
但し、下記事項に該当する場合は対象から除外させていただきます。
1． 取扱説明書と異なる不適切な取扱い、または使用方法が原因で発
生した故障。

2． お買い上げ後の持ち運びや輸送の間に、落下させるなど異常な衝
撃が加わって生じた故障。

3． 弊社サービス担当者以外による改造、修理が原因で生じた故障。
4． 火災、地震、水害、公害及びその他の天変地異が原因で生じた故
障。

5． 傷など外観上の変化。
6． その他弊社の責任と見なされない故障。
7． 電池など消耗品の交換、補充。
8． 保証書のご提出がない場合。

KEW4500/4500BT 製造番号

保証期間 ご購入日（　　　年　　　月　　　日）より１年間


